
CARNAUBA WAX IPG-GELを20%配合したO/Wリキッド
ファンデーションです。IPG-GELが油相ではなく水相に分散さ
れており、肌に塗り水が蒸発することでIPG-GELが残り、べた
つきやツッパリ感のない自然でさらっとした塗膜を作ります。
留まりもよく、肌に均一に密着します。また、IPG-GELを配合
していないものに比べて耐水性も改善されています。

処方例

O/W Cream Foundation 
with
CARNAUBA WAX IPG-GEL
Formulation No.: CF-OW001NP

製品名 表示名称 wt%

A COLOR GREASE TDO
キャンデリラロウエキス、スクワラン、酸化チタン (CI
77891)

15.0

スクワラン 7.2

ゴマ種子油 5.0

COLOR GREASE
RIO/YIO/BIO

キャンデリラロウエキス、スクワラン、酸化鉄(CI
77491, 77492, 77499)

5.0

CANDELILLA WAX
HYDROCARBONS HC31

キャンデリラロウ炭化水素 3.6

ベヘニルアルコール 3.0

ジイソステアリン酸ポリグリセリル-10 2.5

ヒマシ油 2.0

FILLER WAX P Deo 合成ワックス 1.2

カプリン酸ポリグリセリル-2 0.5

B 水 30.5

BG 4.0

フェノキシエタノール 0.3

キサンタンガム 0.2

C
CARNAUBA WAX IPG-
GEL

イソペンチルジオール、カルナウバロウ 20.0

1.油相 (A相)
1) 80℃でA相を混合する。

2.水相 (B相)
1) 80℃でB相を混合する。

3. 乳化
1) 80℃でA相にB相を加え、ホモジナイザー

で均一化する。
2) 1)を50℃以下まで冷まし、C相を添加する。
3) 2)を室温まで冷ます。



耐水性の改善
CARNAUBA WAX IPG-GELはO/W乳化物
の耐水性を改善することができます。

CARNAUBA WAX IPG-GELを配合したリ
キッドファンデーションは留まりがよく均
一に密着します。配合していない処方に比
べ、配合した処方はしっかりと留まり、輪

郭もくっきりとしていました。

均一な密着性
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